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初めに、神が天と地を創造した。地は茫漠として何もなかった。やみが大水の上にあり、

神の霊が水の上を動いていた。神は仰せられた。「光があれ。」すると光があった。神は光を見

て良しとされた。神は光とやみを区別された。神は光を昼と名づけ、やみを夜と名づけられた。

夕があり、朝があった。第一日．．．神はお造りになったすべてのものを見られた。見よ。それ

は非常に良かった。夕があり、朝があった。第六日。こうして、天と地とそのすべての万象が完

成された．．．神は第七日目を祝福し、この日を聖であるとされた。それは、その日に、神がな

さっていたすべての創造のわざを休まれたからである。　　　創世記 1 ： 1 － 5 、：31－ 2 ： 1

私が地を見ると、見よ、茫漠として何もなく、天を見ると、その光はなかった。私が山々

を見ると、見よ、揺れ動き、すべての丘は震えていた。私が見ると、見よ、人はひとりもいなく、

空の鳥もみな飛び去っていた。私が見ると、見よ、果樹園は荒野となり、町々は主の御前で、そ

の燃える怒りによって、取りこわされていた．．．見よ。わたしの怒りと憤りは、この場所と、

人間と家畜と、畑の木と、地の産物とに注がれ、それは燃えて、消えることがない．．．それゆ

え、見よ、その日が来る。―主の御告げ―　その日には、もはや、そこはトフェテとかベン・ヒ

ノムの谷と呼ばれない。ただ虐殺の谷と呼ばれる。  　　エレミヤ書 4 ：23－26、 7 ：20、：32
南朝ユダ王国の滅びを警告し、背信からの神への立ち返り、「悔い改め」を迫った預言者エレ

ミヤは、「自然界に見られる神の創造の秩序」と「罪のゆえに堕落した人間、汚染され破壊された環
境、呪われた大地」とを対照させて、多くの警告のメッセージを語りましたが、冒頭に引用したエレ
ミヤ書のメッセージは、創世記に記されている天地創造のわざに逆行する、進化どころかむしろ退

化が起こっているこの世の行く末を鋭い洞察と観察眼で捉えたものでした。
ぼうばく

茫漠とした無から「光
があれ」との神の言葉で始まり、すべて良しとして完成された天地の創造は、七日目に安息の状態
に保たれたのでした。ですから、今日もすべてが良しの状態が続いているはずなのですが、エレミ
ヤが描いたビジョンは破壊、消滅に向かう天地も含めた被造物の行く末でした。

このビジョンはもちろん、南朝ユダ王国のバビロンによる滅びに対する警告として、エレミ
ヤの時代の今にも起こる近未来預言として示されたものでしたが、聖書の預言の多くに見られる
『時期を隔てて起こる二つ以上のよく似た出来事が凝縮されて一つの預言的メッセージとして語
られる』という原則を適用するなら、人間史の終わりから現存の天地消滅までを描いている遠未来
預言として捉えることができるのです。冒頭に引用したように、エレミヤの続くメッセージに、新
約聖書で「地獄」として言及されている｢ベン・ヒノムの谷｣（ヘブル語の“ゲ・ヒノム”からギリ
シャ語で“ゲヘナ”と呼ばれるようになった）が登場することから、このことは裏づけられます。
イエスは、目による姦淫をも含めて、裁きを受けなければならないような罪を犯した者が投げ込ま
れるところを「燃えるゲヘナ」と言われ、その場所の恐ろしさを、「もし、右の目が、あなたをつまず
かせるなら、えぐり出して、捨ててしまいなさい。からだの一部を失っても、からだ全体ゲヘナに
投げ込まれるよりは、よいからです」（マタイ 5：29）と語られたのでした。またあるときには、
「この世では、つまずきが起こるのは避けられないが、つまずきをもたらす者は災いである」と言わ
れて、同様に、「もし、あなたの手か足の一つがあなたをつまずかせるなら、それを切って捨てなさ
い。片手片足でいのちに入るほうが、両手両足そろっていて永遠の火に投げ入れられるよりは、あ
なたにとってよいことです．．．燃えるゲヘナに．．．」（マタイ 18：8－9）とやはり“ゲヘナ”
に落とされる恐ろしさを警告されました。

銀貨三十枚の報酬に目がくらみイエス・キリストを裏切った弟子のユダが自殺して
まっさかさま

真逆様に落ちていったのは、他ならぬこの「ベン・ヒノムの谷」であったと言われています。その
地所はユダの報酬で買われ、「血の地所」（使徒の働き 1：18－19）と呼ばれるようになったの
でしたが、マタイの福音書 27章は、それが「陶器師の畑」で「旅人たちの墓地」になった「血の畑」
であったと語り、エレミヤ書 18 章は、その「陶器師の家」が｢ベン･ヒノムの谷｣の入り口にあった

と伝えています。また、マタイは、ユダが「外に出て行って、首をつった」（27：5、付点付加）と

表現していますが、「ベン・ヒノムの谷」に象徴されるのが、聖書では「外の暗やみ」にあるとさ
れている“ゲヘナ（地獄）”であることから興味深いものがあります。罪を悔い改めて主に立
ち返ることをしないで、すなわち、「赦してください！救ってください！」と罪の贖いをキリスト
に委ねないで、自分のわざ、後悔の念で罪の刈り取りをしようと自殺したユダの行く先が、永遠
の火にさいなまされる神不在の暗やみ、地獄であったと聖書は明確に語っているのです。昨今、

1　　　　　　　　www.huldahministry.com



フルダ･ミニストリー　　平成２０年　１月　月報

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

自殺志願や安楽死が安易に考えられる傾向があるようですが、自殺は、神が授けられたいのちを
軽んじる大きな罪で、この世での人間の問題や悩みからの解放、解決どころか、取り返しのつか
ない地獄に自らを追いやることになるのです。
　　　物理学は自然界にあい矛盾する二つの法則を発見しました。
１．「熱力学第一の法則」（物とエネルギーの保存の法則)：熱量も含めたエネルギーは保存され
てい
　　て、物もエネルギーもともに、もはや創造されることも破壊されることもない
２．「熱力学第二の法則」（エントロピー増大の法則)：エネルギー総量は保存されているにもか
かわ
　　らず、劣化したエネルギーに変換されることによってエネルギーは廃熱となり、究極的には消
滅
　　の一途を辿っている
最初の法則は、創造の業が終わって自然界が保存されていることを科学的に立証する自然界の法
則で、二つ目の法則は、自然界は必ずエントロピー（エネルギーの「質」を測る量）が増える、すな
わち、エネルギーの質が劣化する方向に移っていることを示す法則です。言い換えれば、これら二
つの法則は、完成された創造が退化に向かっていることを物語っているかのようです。
　　　十七世紀まで千年以上にわたって人々は、外からエネルギーを加えることなく永久に運動
し続ける、理想
的な「永久機関」を作成しようと試みたのでしたが、力やエネルギーを加えなければ、ついには摩擦
や空気抵抗で運動は止まってしまい、経験上不可能と分かったのでした。そこで、最初のエネルギ
ー保存則を満たす、実現可能に見えたもう一つの別のタイプの「第二種永久機関」を作成しようと
したのですが、これも成功しませんでした。不成功に終わった試みを通して、科学者は十九世紀半
ばまでに自然界のこれら二つの法則を発見し、運動を維持し続けるためには、劣化したエネルギー
分を、外から質の高いエネルギーによって補い続けなければならないと、理由づけすることができ
たのでした。しかし、なぜ、相反する法則が自然界に共存するのかについては、科学は未だ沈黙し続
けているのです。
　　　聖書は、この完成された天地がなぜ退化の過程を辿ることになったかに明確な答えを与え
ています。それは、神が創造を終えて安息に入られた「七日目」に人類に入った「罪」のゆえです。神
の良しとされた天地創造の後、大地の支配者として造られた人間が神のご命令にそむき（反逆
し）、人間の体に「罪」が入ったことによって、退化の一途を辿る人間史が始まったのでした。すな
わち、すべてが完璧な調和で出来上がった天地に、罪の結末である死が入り、死（消滅）へ向かっ
ての退化の過程が始まったのです。この神の御旨に反する「罪」が、自然界にエントロピー増大の法
則をもたらすことになったのです。

　　　冒頭に引用したように、創世記では「万象が完成された」と、過去一回きりの動作を現わす動

詞を用い、へブル人への手紙の著者は「みわざは創世の初めから、もう終わっているのです．．．

神は、すべてのみわざを終えて七日目に休まれた」（4：3－4、付点付加）と語って、永遠に生きる
人間が全地を支配し、すべての労働が無駄なく還元される理想的な、いわば、「熱力学第一の法則」
を地で行く世界が始まったことを記していますが、創世記3章で事件が起こりました。サタンの誘
惑に陥った最初の人類が神のご命令に背いたのです。このようにして人間に罪が入り、死が導入さ
れた（滅びへの過程が始まった）ことにより、天地が呪われ、「熱力学第二の法則」に則った破壊、
消滅への過程が始まったのです。完成期から徐々に退化していく時代が最初の人類の堕落以降、始

まった人間史なのですが、詩篇は、天地がついには「すり切れ．．．取り替えられ．．．変わって
しま（う）」（102：25－26）過程を経て滅びることを語っており、イザヤは、天地の滅びを「天は

煙のように散りうせ」（イザヤ書 51：6）と語り、「熱力学第二の法則」を裏づけているのです。科
学者たちは、熱機関としての地球でエネルギー総量は保存されているが、エネルギーの劣化と散逸
が起こっており、確かに、最後には廃熱のゆえに、天体すべてが蒸発し、熱いガスが充満し、すべて
の構造が消滅し、宇宙が熱死すると語っています。弟子ペテロが、二千年近くも前に語った教え「今
の天と地は、同じみことば（神は「御言葉」で創造を始められた）によって、火に焼かれるために
とっておかれ、不敬虔な者どものさばきと滅びとの日まで、保たれているのです．．．主は、ある
人たちがおそいと思っているように、その約束のことを遅らせておられるのではありません．．．
すべての人が悔い改めに進むことを望んでおられるのです。しかし、主の日は、盗人のようにやっ
て来ます。その日には、天は大きな響きをたてて消えうせ、天の万象は焼けてくずれ去り、地と地
のいろいろなわざは焼き尽くされます」（ペテロ第二 3：7－10）も、現存の天地が、「火」によって
消滅することを正確に預言しているのです。
　　　エレミヤも、六世紀 BCEのユダ王国の滅びの預言の中に、はるか遠未来に起こることをも洞
察して、天地が罪のゆえについには創造に逆行する過程を経て滅びることを預言した一人でした。
しかし、冒頭に引用した 4章のメッセージに続いて、エレミヤが「まことに主はこう仰せられる。
『全地は荒れ果てる。しかし、わたしはことごとくは滅ぼさない．．．』」と主の本心をつけ加え、
希望を語ったように、神の御旨は「残りの者」を残し、究極的には罪があるままで人類を救う（永遠
のいのちを与える）という遠大なご計画を完成されることにあったので、二千年前に人類を罪か
ら解放する救い主、イエス・キリストを送ってくださったのでした。信じる者は、キリストの甦り
のいのちに与り、再び「第一法則」を満たす理想的な世、「神の国」に住むことが可能になったのです。
これがキリストの福音なのです。
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